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咀 的》　前報の「ファッション・ブックにみるジュエリー１」では4( ギャルリー・デ･ モード・

エ・コスチューム・フランセーズ”を資 料とし,  1778～87 年のジュエリーの装いの傾向について

報告した。これに引き続き，今回は1830 年代から40 年代の傾向について検討する。

《方法》 資料としで ザ・レディス･ ポケット・マガジン（The Ladles Pocket Magaane ）"  ,

“ザ・コート，レディース・マガジン，マンスリ ー・クリティック・アンド・ミュージアム（Ｔｈｅ

Court,  Lady's Magazine, Monthly Critic and Museum ）"  ,   "ラ・モード(La Mode)  "

の3 誌を用い，これらのプレートをディ・ドレスとイヴニング・ドレスの２種に分け，各年代ごと

に，描かれているジュエリーを分類し，その割合を調べた。

縦i果》　ディ・ドレスでは,  1830年代前半は，ブローチやブレスレット，ベルトのバックルが，

後半はブローチが装いの中心であった。40 年代もブローチが多く見られたが，全体にジュエリーは

あまり装われなくなり，ブローチとブレスレットが復活した後半も，その傾向が続いた。イヴニ ン

グ・ドレスでは,  1830年代前半は，ネックレスとイヤリングを基本に３～４種類が装われたが，

後半は，ネックレスとブローチが好んで着用された。しかし, 40 年代には，何も装わない事が多く

なり，後半には，ブレスレット以外のジュエリーは全く姿を消した。このように，ディ・ドレスと

イヴニング・ドレスとにおけるジュエリー着用の違いは元より，年代ごとの傾向も明らかになった。

I Ja-4
高齢者における照明と色彩について

大妻女大家政 ○塘 亜里佐 吉岡 徹

目的　我が国の高齢化は急速に進んでいる。高齢人口は1994年に全人口の14, 1％になり、

2000年には17.0％に急増すると見込まれている。老化そのものが避けられない以上、老化

によって生じる機能低下を生活環境の向上（改善）によって補償するような考え方が必要

になる。そこで私達は高齢者を調査し、その結果に基づき、快適な生活を送るための住宅

照明及び、高齢者の好む服飾の色を考察し、提案する。

方法　照明と衣生活の色に関して、老人ホームや公民館、自宅を訪問し、60歳以上の女性

30名を対象として、アンケートを行なった。

結果　生活空間の照明に関しては事故防止の為に、段差のあるところでの照明は特に明る

くする。グレアを押さえるために、照度設計の段階で、隣接する空間同士の連続性を重視

する。局部照明と全般照明による照度は、照度差が著しすぎないことが望ましい。衣生活

に関しては、高齢者の安全性を確保できる衣服を着用する。
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